
報告書

報告日　　24年　6月18日

愛媛県自立支援協議会

H24．6．11　15：30～17：10 県視聴覚福祉センター

協議会委員・県生きがい推進局　障審福祉課

内容

1．第1次一括法の施行に伴う県独自基準の策定についての説明（事務局より）

・地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する

法律（第1次一括法）の概要について　別紙参照

・この中で関係する法律として自立支援法と児童福祉法が当課の対象法。

・県独自の基準策定について案として以下の事を決定する。

①　障害者支援施設などに対して、非常災害の様態ごとの個別計画の策定（掲示）及び避難

訓練の実施等を義務化。

②　災害時における備蓄用として、非常食、飲用水、日用品等の確保を努力義務化。

別紙参照してください。

以上について6月中旬から7月中旬にパブリックコメント

7月下旬から8月上旬に最終取りまとめ　委員へ結果通知

＿乳且下旬　条例議決後し公布

平成25年4月1日　条例施行の予定

2．第2期愛媛県生涯福祉計画の実繚報告について

別紙参照

辞しくは、県ホームページを障害福祉課を参考にして下さい。

次回予定

役員会への

提案事項
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期愛媛県障害福祉計画の進捗状況

祉施設の入所者の地域生活への移行
（基準：平成17年10月1日現在の入所者2，268人）
〔対象施設：入障害者所支援及び（旧）入所更生、（旧）入所療護、（旧）入所授産施設

（県で使用する数値は、国実態調査から、入所が常態化しない身体更生及び精神生活訓練を除いた数値）

H23年度までに鱒鱒生活に移行する者（269人）【国指針1割以上】

年度日掛こ対す
る達成状況 移行者率

国実態調査
（毎年10月1日

現在）の数値

、らケアホームに施設種別の変更を行った結果、

地域移行者の計上となったが、この39人を除き進捗を算出した場合、移行者数293人、移行者率12．9％となります。
39人名の

H23年度末における入所施設利用者の減少（181人）【国指針7％以上の削減】

年度目標に対す
る達成状況

院中退院可能精神障害者の地域生活への移行
（基準：平成21年1月1日現在の退院可能精神障害音数564人）　　　※3期計画では指標が見直されます。

K23年度末までに地域生活に移行する者

最終目標に対す
る達成状況 移行者率

（県独自調査）

（県独自調査）

（県独自問査）

24年度に県独自調査の予定

榊障書着地移行支援事業（20一し）による退院者

年度目標に対す
る東成状況

（県独自調査）

（県独自調査）

（県独自調査）

（県独自間査）

精神障害者地域移行支援事業事業実親
による

祉施設から一般就労への移行
（基準：平成17年度中の一般就労移行音数　24人）

H23年度における年間庇労移行者【国務針4倍以上】

年度目標に対す
る達成状況

最終日標に対す
る達成状況 移行者率

国実態調査
（毎年12月に
同査）の数値
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【第2期計画：障害福祉サービス等必要見込量及び実績）】

サービス種別
平成21年度（22．5実績） 平成22年度（23．3実績） 23年度（24．3実

訪問系サービス

呈羞謂介護　毎分）
児童デイ　　　　トー叫…

行動援護　　　　●

重度障音輔包括支捷…（人分）

38．634…　86月％
l

l

・一一一一一■■■■■■■■■一一■

l

1．435…　94．6％

一一一一一一一■■一一一一一一■■●＿＿－＿●＿一＿＿＿

l l

用96…1．6吋　98．8％
l l

l l

59，294日
l

l

■■■一一一■■－■－■－

1

2，325三1

日中活動系サービス

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練く生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（A型）

就労継続支援（B型）

児童デイサービス

短期入所

18，885≡19．29引102．2％
一一一一一一一一l一一一一一一・・一一一■－■一■－■一・一一

1，133三　日13；98．2％
＿■－＿＿＿＿＿JL＿＿＿＿．＿＿＿●J＿＿＿一．－＿．＿＿＿

＿JJ空ユ…＿讐＿＿旦聖
90…　　52…　57・8％

‾‾‾‾‾‾‾「‾‾‾‾‾‾‾‾‾1‾‾‾‾‾－‾‾‾

2，782：　625：22．5％
■■●‾■‾‾■一一■一一■■■一一一一■●一一一■1一一■■－■一■■■

178！　47壬　26．4％

4．905童　5，459日11．3％
＿＿＿＿＿＿＿．J」＿＿＿＿＿＿＿＿」．＿＿＿＿＿＿＿＿＿

253王　　284i112．3％
－…一一…＋一一一…一一一1－－－－－－－－－

4．657；4，568…　98．1％
‾■一日．‾‾‾T‾‾■‾‾‾‾‾‾■t‾‾‾‾‾‾‾‾‾

233；　220…　94．4％
■－■・－■・一一・■■一一一一一一■－■－■・一一・一一一一・一

10，605…10．133；95．5％
一一●＿．＿＿＿⊥＿＿．＿．＿＿一■＿．＿．J＿．＿＿＿●一．＿．＿＿

552…　571；103．4％
叫一一一一一十一一一一一一…1－－－－…一一疇

20…　19！95・0％
一一一一一一一T一一一一一一一」………一一一

4，948：3，837；77．5％
●‾【‾‾‾‾‾■■t‾■‾■‾‾‾‾■■■1‾－‾■‘‾‾‘●■‾－

1，084！　901；83．1％
－■－■■－■－■■■一一■■■■■■■■■一一一一■■＝■■

1．777…1，929…108．6％
＿＿＿＿＿＿＿⊥●＿＿＿＿＿＿＿J■＿＿●＿＿＿＿＿

258；　254；98．4％

31．223…26．120‡83．7％
・一一一一一一一■一一一一一一一一一●＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1．739；1，444‡83．0％
＿－＿＿＿＿＿一＿J＿＿＿＿＿＿＿＿＿▲＿＿＿＿＿＿＿●＿

1，561…　561；35．9％
一一ワ一一一一一一十一一一一一一一一ト一一…一一一一

103；　47‡45．6％
‾‾‾‾‾‾‾‾‾1‾‾‾‾‾‾‾‾‾T‾‾■■－■一一一

4，255：　609；14．3％
－■■●■－■‾■‾1■■一一■●■■－■▼一一一一一一一一一

263；　44…16．7％
一一一一一一一一■■■一一・一一一■＿＿■＿▼＿＿＿＿＿＿＿

6，065…　6，265…103．3％
＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿▲＿＿＿＿＿＿＿＿＿

305！　34引113．1％
一一一一一…一一1－…一一一一一一ト一一一一一一…

5，259；8．160…155．2％
■‾‾H‾■‾‾‾‾‾■‾1－‾‘‾‾‾‾l l‾▼‾一‾●■‾一‾‾■■‾■‾

263；　402！152．9％

15，097；
．＿＿＿＿＿一一＿J

17，055盲113．0％

770‡　946童122．9％
一一一…－…一十一…一一一一一ト＝－叩一一一

21；　21‡100・0％
‾‾－‾●‾‾‾‾1‾‾‾‾‾‾－‾‾▼‾‾‾‾‾‾‾‾‾

5，686；4，128：72．6％

1，236…　995：80．5％
一■r一・●■・●■山一■tr．－●■■■■－＿＿●●＿一〇＿＿＿＿＿

2，020…　2，027；100．3％
●＿＿＿＿＿」．＿＿＿＿＿＿＿＿＿▲＿＿＿＿＿＿＿＿＿

293 225i　76．8％

共同生活介護
‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾一一一一■一一一‾■－‾一丁■一■一一一一■

施設入所支援　　享（人分）

639…　639…100．0％
l l

t l
‾‾‾●‾‾‾‾‾T■‾－‾‾‾‾‾1■●■‾－■■一一

535：　378；70．7％

806童　　681富　84．5％

‾‾●‾‾■’■●‾1‾‾‾‾‾‾‾‾‾T‾‾‾一一一一一■

1，050i　637…　60．7％

相談支援 叫　1叫13．7％ 128…　　9…　7．0％

※注1）各年度実績（3月）は国保連データ数値。

※注2）訪問系サービスには、23年10月から開始された同行援護（491人）を含む。

新体系サービス　ト
書芸計等…針・…霊芸

8，770i　92・6％

3．228…　93．8％

旧休系サービス　L込ヨ塑
；（人分）

・・・豊艶誓錮霊芸 11．296；39．3％

1，34引　563童　41．9％

計　上等 誓群至粉豊吉芸 諾彗誓ト莞票

琶獣入所者　　　⊥込盆2

；新体系サービス　巨人分）

2，285…　2，097…　91．8％

535室　　378童　70．7％535室　　378童　70．7％

1．750妻1．719室　98．2％

2．253董　2月81≡　92・4％

1jO50室　637室　60・7％

1，444喜120．0％

2．08鋸1

1．372…【

共同生活援助・生活介護 639蔓　　639室100．0％ 806室　　681羞　84．5％

計 2．924室　2．736室　93．6％ 3，059室　2．762享　90．3％

※注3）24年3月は、
ている。

であるため、旧体系サービス

ー2－

（通所142人、 入所716人）
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面：分析＞ （前回報告）

サービス種別
23年度く23．10（参考））

45．252…　80．0％

（今回報告）

年度（一之4三3臭鍵巨 
■．見込量 �言実、 ��達成率 

l‡＋＋‡ �� � � 

56，599 ��5乳294 �104．8％ 

1，891 ��2，325 �123．0％ 

47，471 2，479 1．848 117 6．342 382 �48，030 ��101．2％ 

2，519 ��・101．6％ 

588 ��31．8％ 

45 ��38．5％ 

1．276 ��20．1％ 

74 ��19．4％ 

8！976 �7，228 ��80．5％ 

．408 �403 ��98．8％ 171．9％ 

6，281 �10－800． 

■312 �532； ��170．5％ 

27，214 �26，179… ��96．2％ 125．4％ 

1，237 �■1，551≡ 

37 �20　54．1％ 

6，560 �4，524… ��69．0％ 

1，399 �1，077‡ ��77．0％ 

2，269 �2，408； ��106．1％ 

334 �32可 ��96．7％ 

1，012 �l 819； l l ��8b．9％ 

2．087■ �1．372 ��65．7％ 

187 �10 ��よ亘 

青者等包括支援

活動系サービス

り練（機能訓練）

り練（生活訓練）

続支援（B型）

（人分）

（入日分）

（人分）

（人目分）

（人分）

（人目分）

（人分）

（入日分）

2，29引　92．6％

援

立訓練（機能訓練、生活訓練）
田訂判り蓮胱状況を曙まえ、第2期計風では十万修止をしたものの、なお見込量までのニーズがなかった。
として、①新体系移行期問であったことから、利用対象者等にサービスに関する理解が浸透していないこと、②訓練期
■t l t　●．jL l■、　　一r■l　■・．l・・■■」L⊥■■　－■＝±■　－＿ゝ　一－

度末までは、県内に施設がなく県外施設の利用者を見込んでいたもので不確定な要素が多く、また、全体数が少ない
■　ヽ＿虫　lヽ．目上二l－　■：】ノ■■■tr　＿■ゝ　l、ら達成率に影響が大きく反応しているもの。

24年4月から、県内施設（3施設）が18歳以上の加齢児に申する療養介護を開始したことから、現在は、愛媛病院（170
▼　0．1　．亡1±　＿エ＿　■　　＿　　　L　　　　　ノ＿　＿＿　．　ヽ　　　　」　＿＿＿－．＿＿．．＿　＿一＿　■　＿　＿

▼　▼－　　　rL．【▼　－’‾　‾‾　「‾　▼　　－　▼‾■‾‾’▼　　‾■’■1　一′‾■　ト‾・‾■■■■ヽ　■■・．′ip■■′■JI；′u　ヽ・▲l

子ども療育センター（17人）、南愛媛療育センター（50人）が加えられ、県外分（20人）とあわせ257人程度となる見込み。

分実練にて再度確認する。）

談支援
低 である要因は、サービス等利用計画作成の対象者が限定されていたことや、サービスの支給決定と連動していなかった

しを行ない、平成24年4月から計画作成の対象者がすべてのサービス利用者に拡大されるとともに、支給決定の際に

設入所支援
量2，087人に対して約66％の達成となっているが、旧俸系施設入所者716人を加算すると2，088人とほぼ同数

－3－



【障害福祉サービス事 m‾‾、拙▲ �業所等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H24 ��������．5．31現在） 
謂‘　　　　　　　　　　　　訝 � �顔■－ � ��ト≡▼√舟■■’＝■‾岩窟j震蓮根崩 ��責鷺料寂顔優顔一帯媒 �■克■≦㌫一葉 

ヾ　　　　　　　　　　　　　し十 �彗挙． ��雌，＿．萱．1，ド′∴麒 ���釈播・1r亭　‾ウニ‘轟’　粁製註．【‾帯囁鞄 ���過誤誕諺翫・マ∈ 

．き・対敵■ � � �∈藁葺 � � � �X・　至当・脱麗…1・・ �】 　　　　1 

▼ �≧・洋 ■芸：怒 攣．■＝崇 � �★｝ � �削十 �1十 ‾1．闇路樋野班㌫・ 返・一　六　・て　打叢　書Ⅵ■ � �染野緊謀・閤賢璧潔霹 �～・㌫扇謂 ��駆轟【・、． �攣 ��薄墨顆粒 �揖■、i三 選開・尊拉 

居宅介護 �7 �28 �15 ��・■912 ��1－・、一、 　33 �33 �208 

重度訪問介護 �7 �28 �15 ��86 ��32 �33 �201 

行動援護 �2 �5 �1 ��15 ��2 �0 �25 

重度障害者等包括支援 �0 �0 �0 ��0 ��0 �0 �0 

同行援護 �5 �15 �7 ��49 ��17 �10 �103 

療養介護 �10 �0 �0 ��3 ��0 �1 �4 

生活介護 �6 �14 �8 ��47 ��12 �9 �96 

短期入所 �4 �9 �3 ��20 ��9 �5 �50 

施設入所女援 �3 �9 �3 ��18 ��9 �4 �46 

共同生活介護 �3 �5 �7 ��－．23 ��4 �3 �45 

共同生活援助 �3 �，6 �11 ��15 ��6 �4 �45 

宿泊型自立訓練 �8 �1 �0 ��－1 ��1 �0 �3 

自立訓練（機能訓練） �0 �0 �1 ��2 ��0 �0 �3 

自立訓練（生活訓練） �0 �4 �1 ��4 ��1 �＿0 �10 

就労移行支援 �2 �7 �3 ��20 ��8 �4 �44 

就労継続支援A型 �’0 �4 �－2 ��15 ��4 �3 �28 

就労継続支援B型 �4 �10 �8 ��5．b ��11 �10 �由 

計画相談支援 �5 �4 �5 ��19 ��5 �8 �46 

地域移行支援 �5 �8 �4 ��■20 ��6 �5 �48 

地域定着支援 �5 �8 �4 ��21 ��6 �5 �49 

小計 �64 �174 �101 ��538 ��175 �141 �1，193 

【児童福祉施設等】 

児童発達支援 �3 �3 �4 �18 �，2 �4 �34 

放課後等デイサービス �・3 �2 �2 �10 �⊆　　0 �4 �21 

児童相額支援 �5 �4 �4 �11 �＿　5 �8 �37 

小計＋ �11 �9 �10 �39 �7 �16 �92 

合　　計 �75 �183 �111 �577 �182 �157 �1．2由 

－4－


